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令和○年○月○日、当特販課所属の山田太郎が運転する社用車での自責による交通事故について、経緯をご報告申し上げます。
事故発生の状況
事故は、令和○年○月○日午前○時頃、○○市○○町内の交差点において発生いたしました。山田は業務で移動中に前方の状況を十分に確認せず、交差点内で停止していた相手方車両に追突する形となりました。
原因と反省点
事故原因は、山田が周囲の交通状況を適切に確認せず、速度を落とすことを怠ったためです。このような不注意により事故を引き起こしたことを、本人も深く反省しております。
被害状況と対応
山田が運転していた社用車は前方部分が大破し、修理費用が多額になることが見込まれます。相手方車両にも後部に損傷が生じましたが、幸い双方に怪我はございませんでした。
事故後、直ちに警察および相手方の保険会社と連絡を取り、必要な手続きは全て完了しております。相手方への修理費用および補償については、当社の保険を利用して対応しております。
再発防止策
· 本件を重く受け止め、以下の再発防止策を講じます：
· 社員全員への運転技術講習を実施し、注意喚起を徹底する。
· 運転前の安全確認チェックリストを義務化する。
· 車両運行記録を強化し、運転状況を適宜確認する。
山田本人は、今回の事故を深く反省し、今後の業務においては安全運転を最優先とすることを強く誓っております。
このたびの事故で、多くの方にご迷惑とご心配をおかけしましたこと、深くお詫び申し上げます。再発防止に全力で取り組む所存ですので、何卒ご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
以上
